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『
万
葉
集
』
研
究
の
基
礎

日

吉

盛

幸

一

『
万
葉
集
』
を
知
る
基
本
的
要
件

多
く
の
日
本
古
典
文
学
作
品
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
の
時
期
が
と
り
わ
け
古
く
、
従
っ
て
そ
の
研
究
の
歴
史
も
一
番
長
い
と
思
わ
れ

る
『
万
葉
集
』
を
、
限
ら
れ
た
時
間
的
制
約
の
中
で
、
は
じ
め
て
演
習
（
研
究
）
の
対
象
と
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ
ば
、

よ
り
良
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
数
年
授
業
で
実
践
し
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け
総
合
的

に
、
か
つ
具
体
的
に
、
そ
の
基
本
的
要
件
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
の
次
の

１

編
纂
・
成
立
と
書
名
・
名
義

２

時
代
区
分
（
代
表
歌
人
と
作
者
未
詳
歌
群
・
東
歌
・
防
人
歌
）
と
年
号
（
干
支
・
皇
紀
・
西
暦
）

３

各
巻
概
要
（
巻
数
・
歌
数
と
分
類
・
歌
体
）

４

用
字
法
と
語
法
（
真
名
・
仮
名
と
ク
語
法
・
ミ
語
法
・
ズ
ハ
）

５

音
韻
（
母
音
の
交
替
・
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
・
字
余
り
の
法
則
）

６

諸
（
古
写
伝
）
本
と
系
統
（
仙
覚
本
・
非
仙
覚
本
と
校
訂
本
）

７

皇
室
系
図
・
大
伴
氏
・
藤
原
氏
系
図
と
官
制
組
織
・
官
位
相
当
表

８

古
代
国
名
と
万
葉
地
図
（
五
畿
七
道
と
遣
外
使
コ
ー
ス
）

９

万
葉
の
動
・
植
物
と
修
辞
・
色
彩
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補
助
史
料
の
活
用
（
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
、
『
続
日
本
紀
』
、
『
風
土
記
』
、
古
辞
書
類
、
漢
籍
）

10

研
究
文
献
（
校
本
・
注
釈
書
・
研
究
書
・
索
引
・
年
表
・
万
葉
事
典
・
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
）

11

１
〜

の
項
目
の
内
容
把
握
が
、
こ
の
演
習
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
予
備
知
識
で
あ
り
、
ま
た
必
要
条
件
と
も
な
り
ま
す
。

11
今
、
紙
幅
の
都
合
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
説
明
し
ま
す
と
、
１
、
２
、
３
で
、
『
万
葉
集
』
は
、
２
の
ご
と
き
個
々
の

作
歌
に
対
す
る
約
四
八
〇
名
も
の
歌
人
は
い
て
も
、
二
〇
巻
四
五
〇
〇
余
首
の
成
立
に
関
す
る
作
者
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
中
古
以
降
の
勅
撰
・
私
撰
集
で
も
一
〇
〇
年
以
上
に
も
及
ぶ
、
集
大
成
と
し
て
の
編
纂
物
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
一
つ
の

明
確
な
編
纂
意
識
を
も
っ
て
一
時
期
に
成
立
し
え
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
点
を
よ
り
わ
か
り

易
く
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
個
別
の
代
表
歌
人
を
中
心
に
、
歴
史
事
項
と
併
用
さ
せ
た
時
代
区
分
を
年
表
形
式
で
簡
潔
に
表
し
て

み
ま
す
。
後
期
授
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
人
や
作
品
な
ど
を
学
生
自
身
が
演
習
形
式
で
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
４
で
、
『
万
葉
集
』
が
属
す
る
、
い
わ
ゆ
る
上
代
の
文
学
は
、
記
載
さ
れ
た
作
品
の
文
字
表
記
が
す
べ
て
漢
字
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
漢
字
は
、
も
と
も
と
外
国
語
で
、
し
か
も
孤
立
語
で
あ
る
中
国
語
を
表
記
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
文
字
で
す
か
ら
、
常
に

助
詞
・
助
動
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
を
含
む
日
本
語
（
膠
着
語
）
を
表
記
す
る
た
め
に
は
、
初
め
か
ら
多
く
の
困
難
を
と
も
な
い
ま
す
。

よ
く
「
『
万
葉
集
』
は
す
べ
て
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
日
本
最
古
の
歌
集
で
云
々
」
な
ど
と
解
説
さ
れ
ま
す
が
、
厳
密
に
い
う
と
あ

ま
り
学
問
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
万
葉
集
』
の
中
に
は
漢
詩
・
漢
文
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を
除
外
し
て
も

五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
形
式
の
中
に
は
一
文
字
も
万
葉
仮
名
を
使
用
し
て
い
な
い
和
歌
も
あ
る
か
ら
で
す
。

最
後
に
５
で
、
要
件
の
中
で
も
最
も
重
要
な
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
」
の
基
礎
知
識
で
す
。
日
本
の
上
代
で
は
母

音
が
ａ
ｉ
ｕ
ｅ
ｏ
の
他
に

と
い
う
中
舌
母
音
が
存
在
し
、
八
つ
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
か





ら
仮
名
遣
い
の
違
い
と
し
て
気
づ
い
て
い
た
の
で
す
。

の
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
（19

9
5

三
省
堂
）
の
見
出
し
語
は
「
キ
・

11

ヒ
・
ミ
・
ケ
・
ヘ
・
メ
・
コ
・
ソ
・
ト
・
ノ
・
モ
・
ヨ
・
ロ
」
の
一
三
音
節
と
そ
の
濁
音
を
含
む
語
彙
の
音
節
の
違
い
を
区
別
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
字
余
り
」
に
つ
い
て
も
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
ａ
・
ｉ
・
ｕ
・
ｏ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
字
余
り
に
な
る

こ
と
も
江
戸
時
代
に
発
見
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
無
視
し
て
万
葉
歌
を
訓
み
釈
く
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で
す
。

よ

と
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二

時
代
区
分
（
四
期
区
分
説
）
と
歌
人
＊
①

『
万
葉
集
』
二
〇
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
歌
は
、
次
の
年
表
欄
外
Ａ
の

代
仁
徳
天
皇
を
思
い
や
っ
た
磐

姫
皇
后
の
作(

巻

い
わ
の
ひ
め

16

②85

〜90
＊
②)

で
、
最
も
新
し
い
歌
は
、
Ｆ
の
天
平
宝
字
三(759

)

年
正
月
元
日
、
因
幡
の
国
庁
で
の
大
伴
家
持
作(

巻
⑳4516

)

で
す
。『
東

い

な

ば

方
年
表
』(1

9
5
5
-
2
0
0
3

平
樂
寺
書
店)

な
ど
の
一
般
に
流
布
し
て
い
る
西
暦
対
照
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
は
約
四
五
〇
年
で
す
が
、
最
新
の
訂

正
紀
年
（
干
支
二
巡
説
）
に
よ
れ
ば
約
三
三
〇
年
と
な
り
ま
す
。
前
後
約
三
世
紀
に
も
及
ぶ
い
わ
ゆ
る
万
葉
歌
風
を
た
ど
る
に
は
、
代
表

歌
人
の
活
動
時
期
、
作
品
の
背
景
と
な
る
政
治
的
社
会
的
な
歴
史
事
項
を
基
準
と
す
る
四
期
区
分
が
最
も
理
解
し
易
い
で
し
ょ
う
。

和
銅
五(712

)

年
に
成
立
し
た
『
古
事
記
』
は
、
上
巻
（
神
代
）
、
中
巻(1

神
武
―15

応
神)

、
下
巻(16

仁
徳
―33

推
古)

の
三
巻
で
す

が
、
こ
の
下
巻
と
重
複
す
る
時
代
Ａ
〜
Ｂ
は
萌
芽
期(

五
味
智
英
説)

と
も
呼
ば
れ
、
歌
も
少
な
く
伝
承
に
基
づ
い
て
、
後
人
が
仮
託
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
実
質
的
に
は
Ｂ
の

代
舒
明
天
皇
あ
た
り
か
ら
の
約
一
三
〇
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

34

す
。
こ
の
約
一
三
〇
年
間
を
前
後
に
二
分
す
る
の
が
Ｄ
の
奈
良
遷
都
で
す
。
前
半
Ｂ
〜
Ｃ
が
有
間
皇
子
、
天
智
天
皇
、
額

田

王
、
鏡

あ

り

ま

の

み

こ

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

王
女
な
ど
の
第
一
期
（
萌
芽
期
と
合
わ
せ
て
初
期
）
、
Ｃ
〜
Ｄ
ま
で
が
持
統
天
皇
、
柿
本
人
麻
呂
、
志
貴
皇
子
、
長
意
吉
麻
呂
ら
が
活

な

が

の

お

き

ま

ろ

躍
し
た
第
二
期
で
す
。
後
半
は
、
山
上
憶
良
の
死
没
を
区
切
り
と
す
る
天
平
五
年
の
Ｅ
で
、
Ｄ
〜
Ｅ
ま
で
が
第
三
期
、
憶
良
の
ほ
か
大

伴
旅
人
、
山
部
赤
人
、
高
橋
虫
麻
呂
、
笠
金
村
な
ど
個
性
あ
ふ
れ
る
歌
人
た
ち
が
い
ま
す
。
続
く
Ｅ
〜
Ｆ
の
第
四
期
は
、
東
大
寺
の
造

営
、
大
仏
の
開
眼
な
ど
も
あ
り
、
絢
爛
と
し
た
天
平
文
化
が
開
花
し
た
時
代
で
、
大

伴

坂

上

郎

女
、
大
伴
家
持
、
大
伴
池
主
、
笠

女

郎
、

お
お
と
も
の
さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め

か
さ
の
い
ら
つ
め

狭
野
茅
上
娘
子
ら
が
い
ま
す
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
、
第
二
期
の
人
麻
呂
と
第
三
期
の
憶
良
は
、
年
齢
が
近
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
が
、

さ

の
の
ち
が
み
の

お
と
め

人
麻
呂
は
若
き
時
代
に
、
憶
良
は
老
年
に
な
っ
て
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
の
最
も
活
躍
し
た
区
分
け
で
あ
る
こ
と
も
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
Ｆ
は
年
代
の
明
確
な
最
後
の
歌
が
天
平
宝
字
三
年
で
あ
っ
て
、
Ｆ
〜
Ｇ
の
時
代
の
歌
が
作
者
未
詳

歌
巻
に
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
。

因
み
に
、
養
老
二(718

)

年
に
誕
生
し
、
原
『
万
葉
集
』
に
巻
一
六
以
降
の
四
巻
を
加
え
、
最
終
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
と
目
さ
れ

る
大
伴
家
持
が
死
没
し
た
の
は
、
Ｆ
か
ら
二
十
数
年
後
の
延
暦
四
（785
）
年
の
こ
と
で
す
。
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三

校
訂
＊
③

と
訓
釈
―
中
大
兄
の
三
山
歌
を
例
と
し
て
―

古
典
文
学
作
品
は
、
原
本
と
か
自
筆
本
な
ど
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
稀
で
す
。
『
万
葉
集
』
で
い
え
ば
、
み
な
さ
ん
が
今
ま
で
に
触

れ
て
き
た
本
文
は
、
諸
々
の
古
写
伝
本
を
も
と
に
あ
る
校
訂
（
注
）
者
に
よ
っ
て
整
定
・
確
定
化
さ
れ
た
も
の
、
し
か
も
原
文
で
は
な

く
訓
み
下
し
文
で
す
。
で
す
か
ら
、
た
と
え
同
じ
底
本
＊
④

を
使
用
し
校
訂
し
た
本
文
で
あ
っ
て
も
、
校
訂
者
が
異
な
れ
ば
同
じ
で
は
な

く
、
訓
み
下
し
文
の
表
記
に
至
っ
て
は
、
な
お
一
層
そ
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
校
異
＊
⑤

に
基

づ
い
た
と
こ
ろ
の
校
訂
は
、
本
文
解
釈
に
深
く
か
か
わ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
そ
の
実
例
の
一
端
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
大
兄

近
江
宮
御

宇
天
皇

三
山
歌
一
首
＊
⑥

高
山
波

雲
根
火
雄
男
志
等

耳
梨
與

相
諍
競
伎

神
代
従

如
此

有
良
之

古
昔
母

然

有
許
曽

虚
蝉
毛

13

嬬
乎

相
挌
＊
⑦

良
思
吉

反

歌

高
山
与

耳
梨
山
与

相
之
時

立
見

来
之

伊
奈
美
國
波
良

14

渡
津
海
乃

豊
旗
雲

伊
理
比
沙
之

今
夜
乃
月
夜

清
明
己
曽

「
沙
」
底
本
「
祢
」
。
細

15

右
一
首
歌

今
案
不
似
反
歌
也

但
舊
本
以
此
歌
載
於
反
歌

故
今
猶
載
此
次

亦
紀
曰

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
先

四
年
乙
巳
立
天
皇
為
皇
太
子
＊
⑧

右
の

〜

番
歌
は
、
巻
一
雑
歌
の
後

岡

本

宮

御

宇

天

皇

代
（
斉
明
天
皇
の
御
代
）
の
標
目
下
に
収
載
さ
れ
た
「
中

の
ち
の
お
か
も
と
の
み
や
に
あ
め
の
し
た
し
ら
し
め
し
し
す
め
ら
み
こ
と
の
み
よ

13

15

大
兄
の
三
山
歌
一
首
」
と
題
さ
れ
た
長
・
反
歌
一
組
を
、
『
校
訂
万
葉
集
』
（1995

角
川
書
店
）
に
拠
っ
て
＊
⑨

示
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
脚
注
に
示
し
た
校
異
は
、

番
歌
の
第
三
句
目
の
「
沙
」
は
諸
本
に
異
同
が
あ
っ
て
、
底
本
の
西
本
願
寺
本
で
は
「
祢
」
と

子

15

あ
る
の
を
細
井
本
に
よ
っ
て
「
沙
」
に
改
め
た
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
「
入
り
日
射
し
」
を
想
定
し
て
の
校
訂
で
す
が
、
次
点
本
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か
ら
新
点
本
へ
＊
⑩

と
年
代
順
に
古
写
伝
本
と
主
な
現
行
諸
（
説
）
本
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ａ

弥
（

）
之
（
さ
し
）
…
…
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
冷
泉
本
…
…
『
全
註
釋
』『
旧
大
系
』『
新
全
集
』『
和
歌
大
系
』（1997.6

）

ｂ

祢
之
（
子
シ
）
…
…
金
沢
文
庫
本
、
西
本
願
寺
本
、
温
故
堂
本
、
大
矢
本
、
京
都
大
学
本
、
広
瀬
本
…
…

ｃ

佐
之
（
サ
シ
）
…
…
紀
州
本
（
神
田
本
）
、
『
秘
府
本
萬
葉
集
抄
』
…
…

ｄ

沙
之
（
サ
シ
）
…
…
細
井
本
、
神
宮
文
庫
本
、
寛
永
版
本
…
…
『
校
訂
』
『
全
訳
注
』
『
新
大
系
』
（1999.5

）

ｅ

紗
之
（
サ
シ
）
…
…

…
…
『
注
釋
』
（
意
改1957.11

）
『
塙
』
『
お
う
ふ
う
』
『
旧
全
集
』
『
集
成
』
『
釋
注
』
（1995.11

）

現
在
、
原
文
・
古
訓
と
も
に
伝
本
を
論
拠
と
す
る
ｄ
「
射
し
」
説
と
、
ａ
ｃ
ｄ
の
古
訓
「
サ
シ
」
の
方
が
原
形
を
正
し
く
伝
え
、「
沙
」

は
「
紗
」
で
あ
る
と
意
改
し
た
ｅ
「
射
し
」
誤
字
説
と
、
ａ
ｂ
の
原
文
「
弥
（

）
・
祢
」
は
本
来
「
弥
」
で
、
そ
の
古
訓
「
ネ
シ
」

「
サ
シ
」
を
誤
読
と
し
、
正
し
く
は
「
ミ
シ
」
（
「
見
し
」
説
）
で
あ
る
と
す
る
三
つ
の
説
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
『
新
全

集
』
は
『
旧
全
集
』
（19

7
1

）
の
澤
瀉
『
注
釋
』
ｅ
誤
字
説
で
あ
っ
た
の
を
改
訂
し
て
、
そ
の
頭
注
で

見
シ
の
原
文
は
神
宮
文
庫
本
な
ど
「
沙
之
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
中
古
の
自
由
な
読
み
方
に
合
わ
せ
た
捏
造
本
文
で
、
元
暦
校
本

な
ど
に
「
弥
之
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
他
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
萬
葉
集
』1994.9

小
学
館
）

と
し
た
「
見
し
」
説
に
対
し
て
、
『
新
大
系
』
（19

9
9

）
が
、
脚
注
で

「
入
り
日
さ
し
」
説
に
従
う
（
佐
佐
木
隆
「
万
葉
集
の
「
豊
旗
雲
に
入
り
日
見
し
」
存
疑
『
上
代
語
の
構
文
と
表
記
』
）
。

と
主
張
し
て
い
る
の
に
代
表
さ
れ
ま
す
。
今
、
学
説
の
当
否
の
論
証
は
置
い
て
、
『
全
註
釋
』
の
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一
、
傳
來
の
性
格
、
二
、
一
首
全
體
の
調
和
の
二
點
か
ら
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
傳
來
の
性
格
と
し
て
は
、
元
暦

校
本
と
類
聚
古
集
と
が
一
致
し
て
弥
之
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
相
當
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
射
し
で
、
神
田
本
が
佐

之
、
細
井
本
が
沙
之
に
作
つ
て
、
よ
し
訓
は
同
一
で
も
、
字
面
が
そ
れ
ぞ
れ
に
相
違
す
る
孤
立
的
の
傳
來
で
あ
る
こ
と
は
、
傳
來

の
性
格
に
お
い
で
弥
之
に
譲
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
武
田
祐
吉
『
増
訂
萬
葉
集
全
註
釋
三
』1

9
5
6
.7

角
川
書
店
）

と
す
る
判
断
を
「
新
奇
を
競
っ
て
軽
薄
の
浮
説
を
立
て
る
こ
と
は
、
も
っ
と
も
慎
む
べ
き
で
あ
る
」
＊
⑪

と
い
う
研
究
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
の
、
初
学
者
へ
の
氏
の
一
つ
の
教
訓
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
て
、
次
に
同
一
校
注
者
に
よ
る
訓
釈
（
訓
み
下
し
文
・
注
釈
）
を
見
ま
す
と
、

中
大
兄
〔
近
江
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
〕

の
三

山
の
歌
一
首

な
か
つ
お
ほ
え

み
つ
の
や
ま

香
具
山
は

畝
火
を
を
し
と

耳
梨
と

相
あ
ら
そ
ひ
き

神
代
よ
り

か
く
に
あ
る
ら
し

古
昔
も

然
に
あ
れ
こ
そ

か

ぐ

や

ま

う

ね

び

み
み
な
し

あ
ひ

い
に
し
へ

し
か

13'

う
つ
せ
み
も

嬬
を

あ
ら
そ
ふ
ら
し
き

つ
ま

反

歌

香
具
山
と
耳
梨
山
と
あ
ひ
し
時
立
ち
て
見
に
来
し
印
南
国
原

い
な
み
く
に
は
ら

14'

わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
り
日
射
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ

と
よ
は
た
ぐ
も

さ

こ

よ

ひ

つ

く

よ

15'

右
の
一
首
の
歌
は
、
今

案

ふ
る
に
反
歌
に
似
ず
。
た
だ
、
旧
本
に
こ
の
歌
を
以
ち
て
反
歌
に
載
す
。
故
に
今
な
ほ
こ
の

次

か
む
が

も

つ
ぎ
て

に
載
す
。
ま
た
紀
に
曰
は
く
、
「
天

豊

財

重

日

足

姫

天

皇
の
先
の
四
年
乙
巳
に
、
天
皇
を
立
て
て
皇
太
子
と
な
す
」

あ
め
と
よ
た
か
ら
い
か
し
ひ
た
ら
し
ひ
め
の
す
め
ら
み
こ
と

い

っ

し

ひ
つ
ぎ
の
み
こ

と
い
へ
り
。

（
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注

原
文
付

』
㈠2001

講
談
社
）

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
中
西
氏
は
右
の
よ
う
に
読
み
下
し
た
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
『
新
大
系
』
で
は

番
歌
を
、

13
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中
大
兄
〔
近

江

宮
に

宇

御
め
た
ま
ひ
し

天

皇
〕

の
三
山
の
歌
一
首

な
か
つ
お
ほ
え

あ
ふ
み
の
み
や

あ
め
の
し
た
を
さ

す
め
ら
み
こ
と

さ
ん
ざ
ん

香
具
山
は

畝
傍
を
惜
し
と

耳
梨
と

相
争
ひ
き

神
代
よ
り

か
く
に
あ
る
ら
し

古

も

然
に
あ
れ
こ
そ

う
つ

か

ぐ

や

ま

を

み
み
な
し

あ
ひ

い
に
し
へ

し
か

13'

せ
み
も

妻
を

争
ふ
ら
し
き

（
佐
竹
昭
広
他
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
萬
葉
集
一
』1999

岩
波
書
店
）

と
し
、
題
詞
も
ま
た
本
文
の
訓
み
と
表
記
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
し
自
分
自
身
で
校
訂
し
、
読
み
下
す
の
で
な
け
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
校
訂
本
の
本
文
に
よ
っ
た
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
と
な
る
わ
け
で
す
。
就
中
、
原
文
第
二
句
「
雲

根
火
雄
男
志
等
」
は
、
仮
名
表
記
で
音
節
的
に
「
ウ
子
ヒ
ヲ
ヲ
シ
ト
」
（
西
本
願
寺
本
）
以
外
の
訓
み
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
『
全
訳
注
』
に
「
を
を
し
」
と
し
た
の
は
、
脚
注
に
〈
「
を
愛
し
」
（
い
と
し
い
）
と
す
る
説
も
あ
る
〉
と
異
説
を
挙
げ
、
ま

た
〈
畝
火
山
を
男
ら
し
い
者
〉
の
〈
口
訳
〉
か
ら
し
て
も
、
「
雄
雄
し
」
と
読
み
下
す
の
と
同
じ
で
、
そ
の
結
果
〈
香
具
山
（
女
）
は

新
に
現
れ
た
畝
傍
山
（
男
）
に
心
移
り
し
て
古
い
恋
仲
の
耳
梨
山
（
男
）
と
言
い
争
い
を
し
た
〉
と
結
論
づ
け
る
の
で
す
。
対
し
て
『
新

大
系
』
は
「
を
惜
し
」
と
す
る
の
で
す
か
ら
両
者
の
解
釈
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題
は
万
葉
仮
名
と
い
う
表
音
表
記

が
音
声
的
に
読
め
て
も
解
釈
が
異
な
る
典
型
で
、
古
来
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
、
三
山
の
性
別
と
合
わ

せ
て
、
そ
の
主
な
主
張
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う

Ａ

雄
雄
し

ａ

香
具
山
〔
女
〕
・
畝
傍
山
〔
男
〕
・
耳
梨
山
〔
男
〕
＝
『
仙
覚
抄
』
（12

6
9

）

『
注
釋
』
『
全
訳
注
』
『
新
全
集
』

ｂ

香
具
山
〔
女
〕
・
畝
傍
山
〔
男
〕
・
耳
梨
山
〔
女
〕
＝
折
口
『
口
訳
』
（19

1
7

）

『
旧
大
系
』

Ｂ

を
惜
し

ｃ

香
具
山
〔
男
〕
・
畝
傍
山
〔
女
〕
・
耳
梨
山
〔
男
〕
＝
『
墨
縄
』
（18

4
1

）

『
釋
注
』
『
新
大
系
』

を
愛
し

ｄ

香
具
山
〔
男
〕
・
畝
傍
山
〔
女
〕
・
耳
梨
山
〔
男
〕
＝
『
私
考
（
真
潮
説
）
』
（17

8
5?

）

『
旧
全
集
』
『
集
成
』

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
文
学
研
究
は
科
学
で
す
か
ら
、
最
初
に
説
い
た
人
物
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
今
現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
＊
⑫

。
そ
し
て
、
集
中
内
の
用
例
（
た
と
え
ば
「
雄
」
「
男
」
の
歌
句
漢
字
の
用
例
＊
⑬

と
用

法
）
や
他
の
上
代
文
献
（
「
雄
雄
し
」
「
を
愛
し
」
「
を
惜
し
」
の
形
容
詞
の
用
例
と
用
法
）
、
古
辞
書
（
『
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
）
、
あ



＊
①

大
久
間
喜
一
郎
・
森
敦
司
・
針
原
孝
之
『
万
葉
集
歌
人
事
典
』19

8
2

雄
山
閣
、
中
西
進
・
辰
巳
正
明
・
日
吉
盛
幸
『
万
葉
集
歌
人
集
成
』19

9
0

講
談
社
、
神
野
志

隆
光
・
坂
本
信
幸
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
一
〜
十
二1

9
9
9

〜
和
泉
書
院
が
有
用
で
す
。

＊
②

旧
『
国
歌
大
観
』
（
松
下
大
三
郎
・
渡
辺
文
雄1903

大
日
本
図
書
出
版
、1951

再
版
、
角
川
書
店
）
に
よ
る
歌
番
号
（1

〜4516

）
で
誤
り
も
あ
る
の
で
す
が
、

『
万
葉
集
』
で
は
研
究
史
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
『
新
編
』
番
号
（1

〜4540

）
で
は
な
く
、
主
と
し
て
旧
番
号
を
用
い
て
い
ま
す
。

＊
③

古
書
な
ど
の
本
文
を
、
他
の
伝
本
と
比
べ
合
せ
、
手
を
入
れ
て
正
す
こ
と
。
（
今
、
便
宜
的
に
敢
え
て
『
広
辞
苑
』
第
五
版
に
よ
り
ま
す
。
）

＊
④

校
訂
作
業
を
す
る
際
に
、
普
通
、
あ
る
特
定
の
一
伝
本
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、
他
の
諸
伝
本
と
の
異
同
を
校
合
し
て
本
文
を
決
め
ま
す
。
こ
の
本
を
底
本
と
い
い
、

『
万
葉
集
』
の
場
合
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
の
『
新
校
萬
葉
集
』
ま
で
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
寛
永
版
本
で
し
た
が
、
以
後
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
完
本
で
あ
る
西

本
願
寺
（
旧
蔵
）
本
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
⑤

文
章
の
文
字
・
語
句
の
異
同
を
比
べ
合
せ
調
べ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
結
果
。
（
今
、
便
宜
的
に
敢
え
て
『
広
辞
苑
』
第
五
版
に
よ
り
ま
す
。
）

＊
⑥

作
歌
事
情
を
示
す
詞
書
き
で
一
般
に
『
万
葉
集
』
で
は
「
題
詞
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
巻
一
の
題
詞
に
「
一
首
」
と
歌
数
を
明
示
す
る
の
は
異
例
で
、
校
訂
者
に
よ
っ

て
は
元
暦
校
本
な
ど
に
よ
っ
て
本
文
と
し
ま
せ
ん
（
『
注
釋
』
『
旧
大
系
』
『
お
う
ふ
う
』
『
塙
』
『
釋
注
』
な
ど
）
。
割
注
の
近
江
宮
御
宇
天
皇
（
天
智
天
皇
）
は
巻
一
、
二

編
纂
ご
ろ
の
後
人
の
注
と
思
わ
れ
ま
す
。

＊
⑦

番
歌
の
結
句
の<

挌>

を
、
底
本
の
西
本
願
寺
本
の
左
傍
に
「
カ
ク
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
版
本
と
同
字
の
「
格
」
と
見
て
、
元
暦
校
本
や
紀
州
本
の
「
挌
」
に

13
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
校
異
を
た
て
る
も
の
（
『
旧
大
系
』
『
お
う
ふ
う
』
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。
書
写
本
で
は
手
偏
と
木
偏
を
厳
密
に
書
き
分
け
な
い
の
が
普
通
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る
い
は
妻
争
伝
説
な
ど
の
独
自
調
査
と
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
い
ず
れ
の
学
説
を
支
持
す
る
の
か
、
支
持
で
き
な
い
の
は
ど
う
い
う
理

由
・
根
拠
に
基
づ
く
の
か
を
明
確
に
論
証
し
て
、
結
論
づ
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
一
首
全
体
と
の
関
連
や
「
反
歌
」
と
「
左
注
」
の
問
題
な
ど
割
愛
し
て
、
校
訂
と
訓
釈
の
ほ
ん
の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。
一

般
に
、
諸
注
釈
書
類
で
は
読
者
の
便
を
図
っ
て
、
校
訂
原
文
・
訓
み
下
し
文
の
次
に
現
代
語
訳
（
口
語
訳
）
を
挙
げ
、
そ
の
後
、
個
別

に
歌
句
単
位
で
の
語
釈
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
論
証
の
過
程
と
し
て
は
、
本
文
整
定
時
に
は
語
釈
の
論
証
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
『
万
葉
集
』
の
演
習
を
行
う
際
に
は
、
た
と
え
訓
み
下
し
文
か
ら
入
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
原

文
が
ど
の
よ
う
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
次
に
歌
句
の
語
釈
を
調
査
分
析
し
て
か
ら
、
最
後
に
現
代
語
訳
と
考
察
（
ま
と
め
）

を
発
表
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。



＊
⑧

「
右
一
首
歌
」
以
下
、
「
左
注
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
左
注
は
あ
る
時
期
の
編
纂
者
の
反
歌
で
あ
る

番
歌
に
対
す
る
本
文
批
判
で
す
。
こ
の
編
者
の
、
個
人
的
な

15

賢
し
ら
を
排
除
す
る
姿
勢
は
、
歴
史
・
文
化
を
伝
承
す
る
上
で
、
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
⑨

歌
句
右
傍
に
は
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
訓
点
を
、
題
詞
・
左
注
に
は
返
点
送
り
仮
名
を
施
し
て
い
ま
す
が
、
後
に
訓
み
下
し
文
を
掲
げ
る
の
で
省
略
し
、
○
印
注
は
私

に
付
け
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
平
安
時
代
の
古
点
本
で
は
漢
字
に
よ
る
本
文
を
す
べ
て
挙
げ
た
あ
と
に
、
か
な
に
よ
る
訓
点
を
施
し
て
い
ま
す
。

＊
⑩

村
上
天
皇
の
天
暦
五
（951

）
年
に
源
順
ら
梨
壺
の
五
人
（
『
後
撰
集
』
の
撰
者
）
が
勅
命
に
よ
っ
て
、
初
め
て
『
万
葉
集
』
を
訓
み
釈
き
ま
す
。
こ
れ
を
古
点
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
中
期
、
僧
仙
覚
が
比
企
で
従
来
無
訓
で
あ
っ
た
約
一
〇
〇
首
ほ
ど
に
訓
を
加
え
た
の
を
新
点
と
い
い
、
古
点
と
新
点
と
の
間
の
訓
を
次

点
と
い
い
ま
す
。

＊
⑪

武
田
祐
吉
『
増
訂
萬
葉
集
全
註
釋
一
總
説
』
「
七

研
究
法
」
「
六

初
学
者
へ
の
注
意
」19

7
0

角
川
書
店

＊
⑫

基
礎
演
習
の
レ
ベ
ル
で
は
、
最
新
の
『
全
訳
注
』
『
釋
注
』
『
新
全
集
』
『
新
大
系
』
の
四
冊
を
常
に
参
照
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
、
『
新
全
集
』
は
学
説
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
「
書
名
や
提
案
者
の
名
を
記
さ
な
い
」
方
針
な
の
で
利
用
の
扱
い
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

＊
⑬

日
吉
盛
幸
『
万
葉
集
歌
句
漢
字
総
索
引
』
上
下1

9
9
2

桜
楓
社
が
有
用
で
す
。
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で
す
。
因
み
に
、
「
挌
」
は
『
説
文
』
（
十
二
）
に
「

也
」
、
『
新
撰
字
鏡
』
（
十
）
に
「

又
鬪
也
』
と
あ
り
、
『
新
編
全
集
』
頭
注
で
、
〈
古
本
『
玉
篇
』
逸
文
に
は
、
「
鬪
、

争
也
」
と
あ
る
〉
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
。
旧
訓
（
版
本
）
に
「
ア
ヒ
ウ
ツ
ラ
シ
キ
」
と
し
ま
し
た
が
、
『
管
見
』
に
初
め
て
「
相
挌
」
の
二
字
で
「
ア
ラ
ソ
ウ
良
思
吉
」
と
し
て

以
来
、
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。


